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北海道の特徴
移動困難

広域分散・長期降雪期

専門医偏在 77％が札幌
てんかん有病率1.6％

２０１９年１２月開始

二次・三次施設を公表しました。

https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/shf/tenkanhp.html
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北海道患者調査（第８次医療計画 人口５１６万人）



課題

○ てんかん専門医の下での高度な医療が必要な患

者については、道内では専門医の偏在により、十分な
医療が受けられない状況もあるため、地域における

診療連携体制や遠隔医療による対応が必要です。

○ 未治療のてんかん患者やその家族に対し、てん

かんに関する知識の普及啓発等を通じ、適切な治療に
つなげることが必要です。

○ 老年期に発症するてんかんに関し、医療
関係者等への理解の促進が必要です。

北海道第７ー８次医療計画



オンライン診療

電話診療
D to P (オンライン診療)
D to D (遠隔脳波診断)
D to D (症例検討会議)
D to D to P (情報通信機器を用いた遠隔連携診療)

日経メディカル



遠隔脳波診断

• 2018年8月 札幌医科大学ー函館新都市病院と
契約締結

• 2018年8月6日に１例目

コロナ禍前

• 以降  釧路孝仁会病院 帯広厚生病院

  函館新都市病院 ３６８例



医局でも

看護室でも

同時に画像/脳波確認可能

BED 1 BED ２ BED ３

2025年1月より
長時間ビデオ脳波
入院ベッド3床



3床個室 専用
天吊りビデオカメラ
脳波計



北海道地域診療連携体制整備事業
2019年12月25日開始 3月31日事業報告



１：てんかん患者及びその家族への専門的な相談支援及び治療

２：地域協議会で定める指標設定と必要な数値などの集計と整理
定めるべき指標：
相談件数（相談者の属性、相談内容、相談方法（訪問・電話・メール）、
相談後の対応方法（相談のみ、医療機関につないだなど）
患者属性（性、年齢別、発作型分類、外来、入院別、初発作年齢）
受診後の患者への対応（外来内服、入院精査内服、外科治療など）
治療期間（治療終了、治療中、治療中断）
その他

３：道内関係各所（精神保健福祉センター、医療機関、保健所、市町村、福祉事務
所、公共職業安定所など）との連携・調整

４：地域協議会の運営（年度内3回開催）
５：道内医療機関への助言・指導
６：医療従事者等への研修及びてんかん患者等への普及啓発

   医療従事者、関係機関職員、てんかん患者及びその家族等に対し、研修を実施
 する。また、てんかん患者及びその家族や地域住民等へ普及啓発するための道 
 内ネットワーク構築についての検討を進める。

  ７：全国拠点機関との連携
全国てんかんセンター協議会に参加し、全国拠点機関との連携を行う。

  ８：その他のてんかん対策に必要な事項

1, 2は相談事業、他は連携事業

北海道地域診療連携体制整備事業



遠隔診療

遠隔診療

医療体制連携事業



二次施設（５８施設）
専門医常勤施設および
道の指定する地域基幹病院



医師へのアンケート

てんかん専門医 ４０
非専門医 ５２

小児科３２ 脳神経外科２２ 精神科１７
脳神経内科１０ 内科１０ 総合診療科１

2025年12月ー2026年2月



地図での分布



てんかん診療患者数（初診、再来総数）
一週間に何人程度ですか。 

40          52

0

5

10

15

20

25

30

なし １人 1~10 人未満 10~30 人未満 30 人以上

グラフ タイトル

専門医 非専門医



脳波検査で使用する機材
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てんかんについての知識
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てんかん患者さんへの行政による支援に
ついて知っていますか。 



てんかん専門医との連携
（複数回答可） 
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てんかんのオンライン診療
を利用したいと思いますか。 
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非専門医５２名を対象に、



てんかん診療で困っている項目
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行政支援の認知不足
専門医との連携不足
オンライン診療の未普及
てんかんの診断や治療に困る

非専門医へのアンケート結果の要点



「北海道てんかん地域診療連携体制整備事業」
を知っていますか。 
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「北海道てんかん地域診療連携体制整備事業」への期待

相談・支援の充実 6
遠隔診療・遠隔脳波診断 5
精神科との連携強化 2
移行期医療 2
一次二次三次医療施設間の連携 1
専門医出張の実態把握 1



保健所へのアンケート

道立 ２６ 100%
市立 ４     75%

対象 回答率

2025年12月



てんかんについての知識

運転免許：「はい」のみ表示詳しくは知らない道９と市立２ 「いいえ」道１
行政指導：「障害者雇用促進法の対象疾患にてんかんが含まれていることを知ってい
ますか。」 知っており障害者雇用促進法に基づいてハローワークの障害者関連窓口
を紹介している 市立１つのみ
知っているが紹介経験はない 道２１と市立１、知らない 道５と市立１
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てんかん患者の支援に際して取り扱う文書
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てんかん診療を行っている近隣施設と
その診療科、医師名を知っていますか。
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「はい」と回答
道立１３の中で専門医かどうか知っているのは１
市立 ３の中で専門医かどうか知っているのは２



令和 6 年度のてんかん患者の相談対
応件数とその内容を教えてください。 

１件 道９施設
２件 道１施設
４件 道１施設

市立は無

医療機関や患者会で相談が完結している可能性
保健所が課題を理解できていない
保健所職員へのてんかん教育が望ましい



てんかん診療を行っている近隣施設と
その診療科、医師名がよくわからない

てんかんの定義や分類が難しい
相談支援体制構築や医療機関との連携を期待する 

保健所へのアンケート結果の要点
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「北海道てんかん地域診療連携体制整備事業」
を知っていますか。 



「北海道てんかん地域診療連携体制整備事業」への期待

相談・支援体制構築         7
保健所と医療機関との連携  6
患者会の周知              1
難病連交流会の周知        1
各種行政サービスの周知    1
保健所への相談は少ない    3

医療機関や患者会で相談が完結している可能性

 保健所が課題を理解できていない
   保健所職員へのてんかん教育が望ましい



相談支援体制事業

１：てんかん患者及びその家族への専門的な相談支援
及び治療

２：地域協議会で定める指標設定と必要な数値などの
集計と整理

定めるべき指標：
相談件数（相談者の属性、相談内容、相談方法（訪

問・電話・メール）、相談後の対応方法（相談のみ、
医療機関につないだなど）

 患者属性（性、年齢別、発作型分類、外来、入院別、初
発作年齢）

 受診後の患者への対応（外来内服、入院精査内服、外科
治療など）

 治療期間（治療終了、治療中、治療中断）
 その他



〈診療拠点機関〉
札幌医科大学付属病院

住民

当事者会・家族会 相談支援機関

（市町村、保健所、精神
保健福祉センター、地域
包括支援センター）

行政

医療機関
（就労継続支援事業所、
児童発達支援センター、
介護支援事業所）

支援体制

一次診療 二・三次診療

医療機関

（日本てんかん協会、
各地域の当事者会・家
族
会）

相談支援体制事業



結語

⚫北海道において、医療計画および診療連携事業
がてんかん診療に加わった。

⚫医療連携事業は２次３次施設を公表した。

⚫相談支援事業は保健所の期待が大きく、
COVID19への対応が緩まった現在は開始時期で
ある。

⚫人的配置や予算配分は制限があるが、遠隔診
療の拡大や教育資材共有が望ましい。
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